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Q
健全化判断比率及び資金不足比率で現在の神埼市の財
政健全化の到達状況が示されていますが、現在の状況
は上中下どれ位にあたりますか。

A

決算にかかる財政指標、経常収支比率については 2.3
ポイント上昇し経常収支比率の 87.6％、県内 20 市町の
ちょうど 10 番目になります。実質公債費率について
も、16.9％でポイント的には改善したとなっています
が、県内 20 市町の下から４番目ということで決して楽
になったと言えるところまでには至っていません。

〔総務企画部〕
監査委員報告
　健全化判断比率（財政指標）について①実質赤字比率については、一般会計の実質収支額は
３億 4,452 万 3,000 円で黒字であり、実質赤字額は生じていません。②連結実質赤字比率につい
ては、前会計（一般会計及び特別会計の連結した）の実質収支黒字額４億 6,990 万 4,000 円で、
赤字額は生じていません。③実質公債費比率については、一般会計が負担する元利償還金、準
元利償還金の標準財政規模に対する比率が過去３か年度（平成 21・22・23 年度）の各年度に
ついて、算定された数値の平均値で、16.9％（前年度 18.5％）であり、前年度よりも 1.6％も下回っ
ています。④将来負担比率については、一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規
模に対する比率は、103.4％（前年 111.5％）であり、前年度よりも 8.1％下回っています。⑤資
金不足比率については、公営企業ごとに算定した資金不足額を事業規模で除して得た数値であ
り、資金不足額は一般会計の実質赤字に相当するもので、簡易水道特別会計、下水道事業特別
会計のいずれにおいても、資金不足額はなく、資金不足比率はありません。

平成 23 年度神埼市一般会計歳入歳出決算認定
について決算特別委員会が開催されました。

決算特別委員会で認定された主な事業、質疑を報告します。
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Q 有害鳥獣関係についての予算ですが平成 22年度と比較した場合に、この金額は同等なの
か、この予算の他にカラスなどの駆除的な予算はありますか。

A

カラス駆除については、合併時から平成 23 年
度までは変わっていません。今年度から国の
補助を加えています。なぜ国の補助を加えた
かというと、カラス駆除について議会から厳
しいご指摘を受けたこと、局所的ではあるが
住民の方にも驚異になっているので、平成 24
年度は補助事業も入れ、約倍くらいのかたち
にはなっています。

Q
不法投棄対策事業で長期雇用をされています
が、何名を採用されていますか。また、収集
量は雇用された方が収集された量なのか。

A

不法投棄対策事業については脊振森林組合の
方に業務委託している事業で、毎日脊振を中
心に、神埼、千代田の不法投棄のパトロール
を常時２名で行ない、見つかった不法投棄物
については回収及び処分まで行っていただい
ています。

Q アレルギー食調理室はあるのですか。

A

調理場に１室設けています。実際に除去食を始
めると、それに合った食器の購入が必要。除去
食についても面談が終った後に、どれとどれを
取り組むといった除去食の種類によって、購入
する食器の数も違うので、まだ整備を行ってい
ません。調理する機械は整備を行っています。

産業建設部

市民福祉部

教育委員会

有害鳥類駆除委託料　290,000円

不法投棄処理委託料　14万 2,537円
不法投棄対策業務委託料　692万 7,375円

平成 23年度決算額
学校給食共同調理場建設事業費　8億 7,070万 1,000円

　市内３中学校区における給食形態の均衡化、効率化及び、地産地消の食材による給食の実施
を行い、市内児童生徒の健全な育成を図ることを目的として、神埼市学校給食共同調理場建設
をＨ 22 ～Ｈ 24 年度で計画しており、平成 24 年度の２学期からの供用開始。

電柱に群がるカラス（千代田町）

不法投棄回収作業

アレルギー食調理室（神埼市学校給食共同調理場）


